
なぜ学力向上が求められるか
求められる学力とは何か

教育課題
①学力向上(授業改善）

論文問題は教育課題を踏まえた文科省および各自治体の
教育目標および教育施策に関連して出題される

「知識基盤社会」の到来、グロー
バル化、情報化、少子化、高齢
化、社会全体の高学歴化等、社
会構造の大きな変動期。



学力とは何か（文科省）

1 知識・技能

2 思考力、判断力、表現力

3 課題発見・問題解決能力

4 学ぶ意欲、学び方

情報活用能力 ⇒ 課題発見・問題解決能力を支える基盤（文科省）

言語能力 ⇒ 学力を支える重要な要素（文科省）

心豊かにたくましく
生きていく基盤
「生きる力」

確かな学力
真の学力

実践的指導力



単に知識習得の学習ではなく主体的・対話的・深い学びを実現する学習
「思考力・判断力・表現力等の育成」が求められる

国立教育政策研究所：自分の考えを他者に伝える能力に課題

2020新学習指導要領に反映（文部科学大臣）

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、言語能力、情報活用能力育成のための指導の充実
学校における一人一台のコンピュータの実現等のICT環境の整備と効果的な活用等
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1 知識・技能
2 思考力、判断力、表現力
3 課題発見・問題解決能力
4 学ぶ意欲、学び方

学力とは何か（文科省）

中３英語



なぜ学力向上が求められるか

1 知識・技能
2 思考力、判断力、表現力
3 課題発見・問題解決能力
4 学ぶ意欲、学び方

生きる力



キーワード：自己肯定感 自尊感情など

教育課題②
児童・生徒の健全育成（いじめ、不登校、自殺、特別支援教育など）

〇心豊かに、たくましく生き抜いていく基礎を培うこと
〇必要な学力や体力、道徳性等を確実に育成する質の高い教育

どう育むか具体策が
問われる

これからの社会と国民
の求める学校像

令和５年度小中高いじめ認知件数
【全国児童・生徒数 小：605万 中：318万 高：292万】

732,568件（前年度より50,620件増）１,000人当たり57,9件

重大事態1,306件（前年度より387件増）

令和6年度小中高自殺件数
５27件（令和7年2月）



自己肯定感について

多くの自治体で出題されている



自己肯定感を高める

自己肯定感を高めるためには人や社会に役立っ
ていると実感させる教育を行う

自己肯定感の高い生徒はいじめや自殺と無縁である



愛され、ほめられ、人の役に立ち、必要とされること

子供を幸せにすること
自己肯定感

私の実践紹介（荒川区立南千住第二中学校）



皇后陛下
日本赤十字社名誉総裁

日本赤十字社ポスターに採用
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置手紙



愛され、ほめられ、人の役に立ち、必要とされること

子供を幸せにすること

南千住検定 レスキュー部

自己肯定感



規範意識を育むためには、児童（生徒）に小さな大人であるという自覚を持たせることが大切である。

規範意識、いじめ、人権、豊かな心、思いやり、
自己肯定感、たくましく生きる力・・・・

いじめの芽を摘むためには互いを認め合い、思いやりの心を育むことが重要である。
そのためには児童（生徒）に小さな大人であるという自覚を持たせることが大切である。
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